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雷 未 雷 管 の 基 雀 的 研 究

第三私 雷 素 の 托 度 と牧 率

叩 初 25や 】1月 4日 を 爪)

叉 木 武 一

(曹3]九二品製缶♯大公ii)

H Lil u

m射W,に小川ほ れろJ紳 化学部耕土℡弘 也撫

ヵリ及びチ lリーJt,.へ やソーyン呼の前任榔 'C

もろが,比の･lLgl榊 = 及び馳 地温熊はエ芯的に

多血出荷せられtW の払 .ものが群必 二相られろ｡?a

るにVl兼は粒は帯でもろ2S,各作男中L=於てZZLX釜一

台に付 Ikg切 鳩 虹 されろ接見 塊安及び桝 は

必ずしも恥こN-と(-泊 らない｡書直工粟的に屯透さ

れていろ甘栗の塊炭は99,･3附妃のものF･妙く･世辞

は水損 畑 にttL生成芯泉か 20(雌 的には ･叫

である｡
跡こMrr,-,gIn鈷Alこ従えは･Tr冊 の発火やは甘

兼の披見に伐って斉しく彰℡せられ'打兼の肋 喝

下す引こ掛 ･町廿の見火や1._強少し,岱兼の絶妙 'Lf8

チ;以下のものは町廿に(史桐山蕉f=い叫がれ列Lたの

ち.TP戎化朗 に路ナろ布脚 ,¢ちホ払 水飴

及び柵 tの暮近t;i[=71度を封 ヒして･化学ELnl'の退

度及び比応吋批 iI托 し.これらのEW ･がik成甘兼の

地変と世仰とに及ぼす彰書を研究ナろ抑 こ位L)･地変

が拓くILtk小の多い何次触 法+_･･17淡した｡

皿 後 果 の 方 法

攻LEr枚に行われてしろ方班は艶虹で祉あした水鋲

(00 どなjt7m 38(iAR16】,i)のqhtt57kgに滑解

した榔 弼液を.予め1二日OTiの脚 を混入し

たホ情467kg'_･･入れた客丘 lCOlのmT負圧tStJト

I,ト■tlに旺加する｡kE12m･Lこ弧 計を押入して反応

伝

脚 ilに対すろ圧痕1資を搬 す,ちと叫 】の島tかこ

はられち｡

E2D',,反応横はb]妙寺aんでいちが,?.軌に粘止ちが淋

しく1_IJ.比Jb浪虻も上11して約5分で89°Cに娃す

る｡kLH波は次雄に仇grL∫赴itちはiL+,故しくlrつ

て圧FE.i且鹿は 12分で叔萌930Cに漣すら｡Ⅰ三応生成

ガスも白色より大前一二功潤 色1こ狂化すろのでy!LこiEl粁

O_83kgの･_,･加えろと純 色思.'.叫び白色qIこ妊L:,

反ESi且女も次郎に位下して 23分で70-C以下にT=り

反応に蛾完了ナろ｡Zi応牝だ杓を,如祖 で茶人して反

応蓬池にtrrろ放血の生長択記を見ろと,Zi応鵬 捷

5分で赴女らが壮しく1=ろ堺は.Fl巴gt句末であるが,

F_いて無色LJ明な縦 形の柚ZZを生す る｡然し Z2分

紋のl揃 正位iAL空で粥iP 二見色になろと'ZZtZ;酔 11に

は小さな･拝色道明な′イt･モンr項の托白色灯兼と-

溺 水規のFL色世中米とう:共存していろ｡牝の並■七

銭の為に圧6汝がn色'_r星するbのと思われろ｡Eに

反応が鑑むに従ってJtQ)小さなTイ1･tンl市挟Aは

互[=照爪して式姉に生長して行くが,小さfL輔瓜の各

々に淡 水抑 制 nして応札は茶色を柑び'ほ ろ｡斯

くしてLLtZ;の蛙IJには (Col)及 (ZCO)鮒 三け生長し

た恥 .変形の狭巴払肋 判 bれろ｡之から考えてTF束

のJZE瓜l･_(010日 む間の ､nnderV･'A山 の')Eノ)が旭

のh-に此して臥 ･為に,附森する並Al水恥 こ邪JZされ

て生長JIl粁丁恥 ･ま妙 を皇するものと粥斬されろ･こ

こに温鰍 鉄か蜘 LJr,ii巾に泣入して行(2L,括J7が

茶色を柑L<ろ和 搬 されたので,吐蛾し二 ･火 ･23･

1,107)の共色fZ7双のg;田 山が正しめ.つた7Iをy!B

する恥 1.舶 ミた｡故Iこ鵬 が払瓜叫にd入るei
果,m に対して不純劫の介在するEA:から的4しあく･

従ってeE経の如く衣色町兼は捜白色雷光に比LZfiRに

対すろ政江力小さく,拙 さ反境にf=勺,発火点も下

ろものとbl)れろ｡Afくして和られたヌ色97兼の純女

は洲 の生だけ降下し,9927･''Cゴ.ろ｡又江E6

が激しく反脚 qも掛ta,牧汝は 684g (水か l00

に対 し ll1)で廿地のm _]201こiJせ1不良であるo.

Ⅲ 化成性件に依 る形書

扶助 萌 く収中の多い雷兼化境の}'J法を吐血する
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礼.上と印-辰野L,ト̂-トをulJ7lL,相 戦.頑併及び

水鋲のI史m丑,dt脚 を妊化して化成を行い,EtZ;i且

Jf,正好l帥8及び地 引 Lた7g兼の地軸 びに也事を

淑 L:た｡P_lL雌 は7A,カ一法で沖をし,牧中は水

Bllool=称する牧丘l'Y以てRhしたE,

(A) 榊 の丑 水鍬 id00 g,肩棟はin加前件無

く53kgを-剛 こ蛇川し.打折tは搬 bl>'のもの

を 5.0,55,也.0及び 627kgと封 として突JBを行っ

た&.萩 】の .Tlb 2,3,4及び Sに衣ナ如く,Ji高

i且JPL恥 -S くなろに従って上外し,圧F8時関は

較持された｡従って化或された℡兼の投射 三次姉に鞍

下し,故事も頼少した｡恭し触 5kgのJ8台には

℡表中に他 胡 すら娘 用し離 し｡反応の3SI

Xr02を包2に,反応の使い.105を瓦3に鼓した,

･'広

也

弊するに柵 の鼓を村b]ナろlこ従って.比応はl映 せ

ちLL,枕許Jtび牧村 土共に任下すろQ

(b) 節-lIILWIf#の丑 水現は b∞E,打dtは浪妊

bl,～'のものを 57kg(心目し,府悟は迅加.fI措 く,

ホ一･一回のみでal幹81Ir･iJlkg汲L<5<kgにt化し

て行った文&紛 ;X'06及L<7である.今 Itlo･6,2

及び7を比較して見ると前轍 を粁加するに払って,

載批 広温虻は降下し,反応l林i粒長くILろ｡おち消

棉Jtの増加は技巧を蓬くする｡従って市来の紐 は向

J=I.W {'J*かする.功し牡 にaS肝■f_I.析血ナろ

と,Zi応が余l)に哩くなって劫■水内を生でろ拭pi)那

ある｡

(C) 水飴の土 槻 6Jtfのもの*_'57kg虻

川したQ肩掛._那-軌こ5LLgを･･.那二回 (血加)に

03kgを旺用し (瓜し水鎖 4∞官 の屯倉には反応が

わしかつILaに,那二回郡 は柑 こ多く 07kgを伏
川した),水即 iけな4CD,500,亡00,650.700 及び 750g

とだ化した肋 ;如 】のX-o8.9.10,H,]2及び 相

でもろ｡H:のql合には加 持をltJIJLていろ1にJi
ELiAB:(._輸んど弘･d OCの丘FElで枯◆一定し.反応

LWJJlもh-08が 25分.lTCo 13が 35分のBはJA4

33分iは にあろ｡従って挟安もIt々 弱ワ･'で句中 も

X-O.Ⅰ30 104とX08の ‡‡53･恥.ては JZDJ3鎌

にヰ4一定して塔ろ｡印ち他 :弥･-TtX)言 の克芦

'Cは塊虻及び牧巾に余り変化がL丸 ･E}である｡然し水

q 7∝lgで乱加 持無く,堺｣珂のみで 53kg使用

した _TI0-14では他市が llBでもつね EDち棚 が

多いと反もが充分に行われないで牡巾は下ろI貞向がも

ろ｡又同一炊事の甘合には_.tかLI水鉄牡の多し粗生成

詔兼の土は相加すらから,伏川水鉄血としては ∝Og

が泉もAく,仕って_T(0.10の方蜘 ;臓 とBわれろ｡

･～'o】0の良:応特例と反応且蛭との詫綿を由ヰに示し

たが,反応の,過行はbめ て欄 に行われていろ林が誌

宥

(d) 柵 の迫兜 水現をbCQi･と一定にして.抑

冊のiI蛇を50,55.65及び 72Fiと変化した｡ LHL

純印細 が一定になる様に榊 のRtを淡riEした｡jT5畔

は氾肋筋無く郡一回のみで.llETm のiI発に比内し

て化味を行った拙典をITJo】5.16.172tぴlBに.JRし

た.一般にE3肋 状 きくなる1こ従って反位ftm且腔は

相加し,Li:tZ鵬 糊も短くなる掛 ､Jが払められた.故に

雷兼の托安は供下し,収串もaE少する帆a】/_r･示す｡付

し錦秋のitか :50=･'及び SS.V'では圧か 不発全で

仰兼中に淵 が遊■すろの~経ず W,I;以上のものを

[掛 JLなけjufならない｡鵬し血加肩精を址目した租

合は :(oJ9.20,2Z及びかで蜘 :大きくなるに保

って.反応や拓ミ止 は布くなOZiE6時即は校くti･ろ拭
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[如 ;もろ｡然し血糊 の土と相加でろに挺って反応 ろが,柵 ;苅くなるに従って世々は牡くなる｡

Jt摘iL卓はVtく1=つていろ｡鈷或Tg双の托ZEはin加両 輪tJ榊 の軸 としては 岬 .'カ:澱もAL陣に患われ

恥 縫目していろ批 免んE/桝 に近くてJ泌 鴨 ろ｡
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(e) 氾加 (約二rgl)酒隅 機 の舛位に放て.氾

加雨捕引Jl川した切合L二はIrl兼の純度はr''■日.するMr'ld

カ:あるので.之な稚包 T-る払.阿一反LZ=休作に放て化

蛇L.旺Li'咋Ilnに軸するkLGiA蛇をil]加iFg梢の新兵に

1つて此桝 放した｡図50)他校Uはal加わ紋を他用

せ~TLこ,ホ併 53kgを一同に加えてLL応を行った申

lO I5 10 ～5 7Ot Haq3'相即e!方'BR別か

Ra_l-3.lIコほほ別Y･;州別那9-･2郎;･‥･,-･9,m糾,那9-･79-･2･軌9位

由ft含35393割FIgち9割R引iq

agSIFI対刃おおE!諾S二三%S.SH8

-i
,

8-

払

帥

巴

相

羽

a
,

引

払

和

知

8-

令で.
jEIE誠91ccにiBしていろが,之にin加市
隅scOg

をtZ応開始捜L851,即ちkLZ;iJL虻が朽び_l.
外し始め

た時にfL-入すると,
旬Sの曲投I'iこ,元~柏l】
くiJ:人した

矧伽･ら急熱に托l･して1Tく｡eE織の如くLL硲20分
では雷兼の小打払が宏;こH;
.
成せlJれ,
生長の池蛇にあ

るので生成された即決低曲はnOC七U二のE8校中に放

放される柿となLJ,EL丘R:JV甥小には並■水幾が糾
すろ為
,
分解を起すl･J他姓があっ'(.反
LS軒伍iJl齢:
㍍い挫分解のit申h'増
加する｡
暮ヒ始で氾加石持を加え

る机+
"
反tE'i呈理を下げて分解する付合を粥少させろ
と共に,
母液小にはI.J.1多食の
約1tがあるので.
排水

BiはiF5f#とlrに旺応してma(お出
嘘するものと倣われ

る
｡
古2に雨悟のIt-りに水を加えても丘LXiL射='けは下

.ろ
帯である.笑
む
,
iEIMの代りに水S･加えちと.紛
換託の良好な℡兼S･けちが.
劫■水銀を何兼に化成ナ

ろ7m+_不可藍で
もろから一
iEi肝托汚い扱空のものは和

らかfこい｡
舌2に托狂女 的｣･.

させ ろ



(f) 的†棚 の満ld 柵 水加の減退に伐る影響

召,r･見ろ為.6∝lgq)水銀を 81!T'の印わー57kgに滞

解したfTW の耗iLな 25.3SJtび が Cに射 ヒし

て .h'○ 】0の附Iで化櫨を行った｡in加前輪なくがt】し

ていろ21に地産は見て9?2>'で砧めてJl好であった

メ.a.LS灼 iA皮は棚 の謙姐が拓くtzろに捲っ

て上外するので.班毎刷 riktくなって脚 も 】24.

)2D及L{lt8と郷 に汝少した｡tB)ち棚 の液退

が.放く1=ろ現牧や一淵 血する71:,余り恥 ･と水魚が
謡■するので刃●C釣恥 IJt池であると考えられろ.

何iEL拝に暮tてもLJEIなJq恥 ;もろと且われろt;,温姿

が上井するに在ってわFRの打妙 胡かすろので逆算

I-_称 ･ガがAいと及われろ｡

rl 採 白 色 7 葉

菜色℡兼が-F.嘘されるや合に,LLぢf主棚 附近に

放ては7k鋲25:耕すちaELZ;蒲はP.色を丑し,tt:の退

JW 5'4ii地 点中に況入すろ散典廿Ri工菜的に軽

さitろものは架色を,隻する｡故に牝の刑 を完全

に民LS=せる2Pが目刺 しは,丑】■水銀が生長中の鈷品

面に附Xlして,VatHletWLは19の引 力が軌 ･(D】0)

面の銀長を妨げろポが汚いから,ロガの茄ihl(∝)1),

(100)及び (OzO)は光分lこ姑具して,無色法g托:{イ

十t Ir秘 曲がrlI来ろ賃である｡之にはin加超梼だ

けでは不発分でもろから刷 のhく(工火 23.PEO7),

柑 こ多血の打鮒 とホ梢をL#JIlしてy:鼓を7-p た｡申ち

水封 77gに対し.611.'の柵 442kg,itf托 63kg

をIJ州 した.民仏社idrt図6にフ】rrAJtく,圧Lh馳 'L

纏めて退く,20分引から圧16が始まl),30分で駄芯

T蛙

750Cに達し70-750Cで圧仏が ll与れ似 上も続く｡そ

のm反tili夜は激しく泡九つが.析掛 tJn窄する都が集

いから水以は耕 しIJ:い｡従ってP〟ll+_捜て三軸方向

に完全に弊Ztした無色辺的ILTイ十Jeンr‡控怯瓜であ

った｡他 まSdh'で水払 100に対し作か72である｡

苛政工寵的にSZ放 される相令には,搬 FL,に的

】O.'''.母夜中に約 10!''のTF勅 ;襟垢して居ろので,

淡白色町兼の中台の如く反応泳がS倍以上もろ尊台に

は約 501''のす東が母汲Ifllこ桝NLL,1L蹄 夜中の水

n蝕も相加'T'ろから之を 】5>'付に準えれば,y;畷に

は未払 100 J=対し 120付のtr奴が先攻されていろも

のと考えらiしろ｡

V 甘兼のft&に及はす均

別に抽黙すろ如く,河東の扶壁は℡廿の発火科 二人

いに彰守し.托勉 :托下ilちと沌火中も詳しく鉄iLL

侍>'以下のものは仕川山東ないので,打卦 ま塊姿叩,i
上1上のものを苅正しなけJLはTLちない｡今迄の罪Si梅

見81ら肘 に2iL三十C+をJlべて見ろと,･一校一二LLtS

ft相 と血aLZt汁とに丸 .にFt;休するものと思われ

るので,り絹ILに正広l上腿 を冥仙 こ艇 をrtつて.

柴づ屯加点秤を旺luしないqL合に於.する職 架を,戻

すと,E57のFB;tidの如く舟批 JS地 ;拓くなるに

せって椴 はatに叫'Jlしてffくので,Jt持出 は

eSCC七1ドに仲つ必好が･もろ｡

- - - - - - 一

然ろに血加in梢をNリIJした砂缶には;('Jgの.,.1人輪 h

に示す如く最fSiA皮に純綿なく常に純鍵 9?,'Lの冊双

が和られた｡之はeE比の如く.氾加aS絹はLL:城℡課の

分解を沖少させ,IL水虫のは なF̂止すろ恥に也関す

るものとEbLtろ｡故に他哩を上げろにはD加jElFkを

多野とする.

11 甘栗のJB中に及ほナ糊

工栗的L=句末を句思すろ叫合には,挽酸の臥 .℡双

を多立1こ帖 するtl【が巧ましい.他姓に批てほeEに戟

ZiiをfEJたり'C,Lt牧神だけに虻で方丈ちと.今迄の推

批 絹王から牧やにJnも純綿のもろのは,反tttB刷 であ

る｡故に捕佃にJi仏所耶 tl階 ,FR仙 二枚11をILつ{

前記の成蛸を入れて見ると.也8に計｢如く弛輸曲tq

を辿って.ktGrSillLbl点くなるに従って牧_Wミ相加し,

赫 一々党虻の 】26に近づいてrr(｡ALL50分以上に

f=ろと,市F一及び柵 を多血に吐川いこ扶白色怜兼の

埠合をlh･てほ,水鋲が丑■ して矧 EJJ二通言なく1=

ろ｡
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軸 的には水心の 140,'''iZ川部る畔であるがさ与の一

部 (杓 IO,';)は反応地境q-I,に曲げ去L),又他の-

布 (杓 】OT･')はLL応1附ヒ小にiS解するので,甘遜工粟

症

的に生点Tろ冷食は 120をE3ZBlこして居る.故に正広

l糊 3O-0 分J)的 1枚や Ⅰ2B-E25で封もAい横

付と考えL')Ltろ.

次に正路l抑胎 析仙に.LLEE･紫ZS正座をRhにとっ

て軒才のEn休を胡べちと,同9に京で如き曲牧で表わ

虎 一屯･P4 吋 (9･)

され,ZZ脚部l抄:点くIZろに縫って.反転iA度は低く

TZろ｡打ち打設輸Aの生Jb現生lこ行われ,A一妊生

成された℡兼も相談に軒桁 くは分解十ろ叫がiX;いる

Lこ可双の牧11がJ*加するものとAlbれろ｡堺するに反

応速射 :抵く,l収 防相川が11い和田双の収率は析加

する挿r如 ;あろ｡

lV 反応*aELLJEと有効原料比

正広l摘 iJLqが¶課の純軌 び壮年に労しい彰幸を

及ぼすTlrは明らかとなったが.比の民k;負荷1且産を支

ZEナろものはLpJでもろめ･,その汝BJを強めろ必嬰カ:ち

ち.今化攻に応にitて考えろと,2:に他Flほ れろ雁

の土をAg.ig丘を11% とナ川 三脚 とtlAgで

ある｡水他 をngとナLt(王.棚 を作るに娼

な柵 皿はMJlgとTLろ｡ rlL"(2は (q爪 のクH ･

坐)/(水損の分T･丑)を粥わす｡従って反応En放吟に,

恭一凹のirI馳 Cgと比Jbする良棚 王('▲4→一心)ど

である｡故にEEZ;kt耗iA肘 ..LLtE,のJl初の肘 t,a)ち

柵 とiFl粁士との比,-41潮 紅科Jttに珊綿すろ好

である｡ここに

IÎ lILl

'- c

Tが大さし凋ErbtJLが多く1=ろ掛 ,a:応が海しくな

って魚苗i1度は痛くT=ろh:,反対にiF抽 :多く'たち

と,zJi,J.さく1=つてiAjtも位くとろ管でも7.｡L～の

皆は計井の杭果,〇日でもろから古文虫卿こttてIを

計TLFm ■こ王を,K～にk広丘応11匹をkって見る

と,Ed10に′J';ナ如く浦かな曲tiを辿って,1の相加
に荏l正伝tl耗肋 二大訂Fこ上昇して行く市が伽 ら

実汲肌 ･ら茄rS民h-.i且腔としては85-殉Ocが魚･

遠であるから..の班としては0.50-0.53がLiいとB

われろ｡舞曲の PIo10は ,が058lefとも丑JBとAT

b71_ろ｡安ナろにLi:tZi爪満iL辞._,jEFEいろものは.∫(幼

併科比 Iで.迎に rがl糾tlrtl三波Tg双の挟畔地げに

脚 は枯見当がつくわけであろ｡

Ⅷ ℡ 宗 F;iaEtt払

吋兼の絶貯まfU廿の発火坤に完火なtilb;もろの

で,各班貯榊 を行って.共の低位封 ヒを;汁禿した｡

(a)J抑 ヱ貯掛 取 純度 PP15,'''の茶色℡衣
をI.妃各bi附 Iの下に.朋 の姐一年捌貯殺し,一打

月可に付戒の純度をTJL･カリ法でFlたして,挽姥文化

を.･搬 した.

(∫) 串X小
(t') 7k小で確)I水をIl払えろ

(-) かflで水を全積tilIは ない

成班は炎2に′バナ如く (∫)と (t･)ではgr化を良

めlrいが.(〟)では的 Z,'.'JG肋叩モ下している.之

は℡兼が鰍 でらちヤ位の九mgである2L.*巾で良

く旅かながら和 し,非Q)鮒 姓に抜って長いrlZZJごほ
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99.14 5や13 9910 9905 99_CO

綿 をなし純吐血:妊下すちものと且われろ｡qlち句末

を水苔する書介1二は,tgJl-T叫;l上水t.li杓えTLけれ

lfならない｡

(b) 塩析脱 油 桝東 野 zT''の美也缶兼

を蕊 且に於で,茶托伎件の下にBIWul貯鼓して. )特

一m に脚 を枇 した｡JG状は炎31二元ナ¢ち火式中

≡J?dLT

.C T.' % 117三 方 ,i-fL %
大q d0 99.I99･199199lI99199199】99･t

ホ 80 9459と89IJS90･58988918858810

骨法 80 92850.489588287687086.5弘.I

ではSOOCで8時附 し{も7Zl化1.J=い (井軌 乍粟

に於て℡票*_,500Cに 241捌 臼■していろ)｡ 携る

に 町OC の水IIJ及び収 小では托官位下オ:大きく.

EI椛】版には %T''上I)速に下ってX朋にカさなくな

ち.,矧 こ浅才に於て捜兼任下の萌しいのはJtのti書と

考たられろ｡tq双の化喰小には紗 'Ln.C相 にiZ

すろので,一炊il三成さLtた町未払Ihは芯iEの巧液中Lこ

存在する紡 At,当珊 発の分恥 て考えられる｡放って

JiJZtJt高温内払:祐171m茂の托辞は下ろのでy経tg)揺

邦とせ T'ろ｡故にq]加iFl椛t._r･加えろと,反Jb温脚 ミ

TlJ.民ら相磯の伸也は糾くたる払付託の分椴は減少
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し,lLnFf水虫がFにLLtZ;してtiしく町勅 ;ik破きLt.

て7-Tく転札 甘栗の托虻L-J.',)上すろものと考えられろ｡

JX 括 ti

芯菅の確火†;は甘双の挫坪に上t)三拝しく彰書されろ

ので百科 ヒ皮の収fI及び出 推IIを掛 としてk広巾4)

1且箆及L<LttSm.J11を離 し.良平及び他事に及ぼす彰

帝を研究した.

(l) 同課の化瓜 娩臥 約 15分に放てLZ広兼は

丑祐法定 (85-叫 oC I=辻する.
(2) 反らや,-芯訳は光づ無色迭少】TLgt小の′イ十

モyr郡括血をLJ=t;.乏カ;lJ:に携mLで生点して

.行くが.共のriTlに菰… 97(lJM ろZL-長.こ葉

色を丑する｡謀って茶色岱双は誹 水銀の存在す
る翁凪扱･jaL易く雌 もW こなるものとEb

rしろ■

(3) 棚 の湖 が古くなるに従ってtk琳 iJL

少すろ｡
(4)反らlt弧 か ;古いmflt兼の他生は放下する

が,迫加古抹/<肘 flした齢 には常に捜年 99.'L

附近のもの粥 uらLLる｡

(5) 圧賂IyLlrb):jZい托牧岬は柵Zx]する｡

(6) ke･Jt芯i丘JaEは内船 とiEl冊 に耶tGL,Jm

;抑f反JiJを陀拙さ･L>建水は比応を都制T'ろ.

(抵l))

FundarrLCntalResearchesonMercury-fulmLnateBtこlStlngC叩S

(lu)Purlly andYleldofFu】mnate

ByTakelchlMatak)
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WlLlllllgllPtJrLlynndhlglり Lt･ltlThereSu150t舶l】⊃edtLTeASfollouJ.

(i) ThetemperalurCCl reaCtlOn reaches lt･S TnJLXlmtlm(85-%QC)pbat:IlSmltluLttS
l▲Ltr

(2) AJLbeterDPerユILユTeOfmcTCtlryElltratenSeSthey】el(川 ecre蜘

(3) The hlgheH hcrzuェITntJm temPeTatlユreOfrezlctLOrhlho le仙tht･purltJOIrtllm-
ltuLell LItJtⅥhenAl⊂otx)11<ZLdded oユLhetrzLyOfTeLCt柑rI.ILL,Ptlr】t)OrZTK)rt･
Lhdn.99pe托 亡nt lJ で○コ与tJLtltlrobt且ined

(1) ThelotlgerthetLrrLl=OfreAL=LIO:コ,th亡印 aterthe,lelLlIJ.ThetnHt8dt'qtLAle
tlmeOLm 亡LIOni*300r40mlTlt.ted

(5) The仙 Imum OEreaeld)nIeTn;trlttZre LSA打ectedb)theZTllrttlrerat)00f

AlcoholllZld l)ltZLAte･alcoholrep rd SeS trhllenitrtt:ilCldpro伽 ttdthertnctlOrl.

(Telbh 出血oK J( ).




